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『満文三国志』満洲語における

三人称代名詞の単数形と複数形について
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要 旨

満洲請の三人称代名詞の,所 謂単数形iと 複数形ceに ついて 『満文三国志』(1650年 序)を 資料 と

して分析を行った。以下の三点を指摘する。

・三人称代名詞単数形 とされ るiは 単数にも複数にも用いられる。

・三人称代名詞複数形 とされるceは 複数のみに用いられる。

・iは 。複数の人物(集 合名詞である必要は無い)が 一つの集団行動を行っている時だけ複数の人

物を指せる。

0.は じめに

満洲語のいわゆる三人称代名詞は単数形がi,複 数形がceと されるが,複 数形の使用頻度

は極端に低い。 この形式に関わる問題 は(本 当に三人称代名詞なのか等)多 岐にわたるが,

今回は,こ の形式の所謂単数形 と複数形の使い分けについて 『満文三国志』(1650年)を

資料1に 選び分析 を試みる。

1.問 題の所在

満洲語の人称代名詞は形態の上で,単 数 と複数の区別を持つ。三人称 も例外ではない。満

洲語の人称代名詞の一人称単数形bi,二 人称単数形siは 単数に しか用い られず,三 人称

もまた(Dの 通 りに単数形 と複数形があるとされる。 しか し先述の通 り三人称複数形 は使

用頻度が極端に低い。『満文三国志』(1650年)中 の用例において三人称単数形iが 全曲

1『三国志通俗演義』の順治年問の満洲語訳(1650年 序)を
,本 稿では 『満文三国志』と呼ぷ。 この文献は,

岸 田(1997=38)に よれば,「 嘉靖本に類似のテキス ト」が原典であると考えられるので,嘉 靖本 『三国

志通俗演義』の漢語 も参照する。分析の際,キ ーワー ド前後文脈つき索引の作成に検索ソフ トウェアと

して木村(1998-2009)を 用いた。『満文三国志』の電子化コーパスは全24巻 中約1巻 分を筆者が,残 り約23

巻分 を早田輝洋氏が入力 したものである。例文の分析の際には筆者が原資料を見て確認 した。言 うまで

もなく全ての誤 りは筆者の責任である。

一21一



早田 清冷

用形合計で1023回2用 い られているのに対 して,三 人称複数形ceは 全曲用形合計で僅か

36回 しか用いられていない。本稿では 『満文三国志』(1650年)の 満洲語において,iとce

が単に単数 と複数の違いであるとい う従来の記述で問題ないのか考察 したいと思 う。

(1)

主格

属格

対格

与位格

奪格

満洲語の 「三人称代名詞」3
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(1)

(3)
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(括弧内の数字は出現度数)

なお,今 回用いた資料中のiの 全格変化形1023例 中の941例,ceの 全格変化形36例 中30

例が属格形である。属格形以外の格変化形は十分な分析が行える頻度 とは言えない。本稿

はiに 複数用法が有ることを指摘す るが,明 らかな 「iの複数用法」は属格iniが7例,対

格imbeが1例 あるのみである。合計8例 とい う出現度数は,iniと い う形式 に注目してi

の全格変化形の度数1023と 比べれば僅かな度数であるが,実 際に複数の人間を指す こと

に注 目し,い わゆる三人称複数の人称代名詞であるceの 度数36と 比べ るな らば,決 して

無視できない出現度数であると言える。

2.分 析

2.1.い わゆる単数形1

はじめに,単 数形 とされ るiの 用法を見る。

(2)hiowandeinuinゴgVninbealaha.

「塑 も 自分(=玄 徳)の 思 い を述べ た」

2人間以外にも慣用的に用いられるinicisui「 勝 手に
,お のずから」は今回の分析対象から除く。lo23回

はinicisuiを 除 いた度数で,す べて三人称の人間にのみ用いられている。

3な お
,こ れら 「三人称代名詞」とされる語には再帰人称的用法があることが,Gabelentz(1832:39),Adam

(1873=3941)等 で 古くから報告 されている。実際に,『 満文三国志』中の用例では9割 以上が 「自分

(達)」,「みずから」と日本語訳できる。ただし,こ の 「三人称代名詞」は主語に用いられ る主格形があ

り,英 語の一self,ロシア語のce6A等 とも性質が異なる形式である。完全なreflexiveと 言 うには議瞼の余

地がある。 この問題に関しては機会を改めて論じたいと思 う。

4以 下用例中で問題の三人称代名詞とその和訳を太字で示す
。
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「満文三国志」満洲語における三人称代名詞の単数形と複数形について

玄徳遂以巳志告之。

(1巻33丁 表)

(3)幽iniingdegenerakUuthaidergijulergibaruwamejihe.

「ま聾 は 自分(=子 龍)の 陣 に戻 らず,直 ぐに東 南 にむか って殺到 した」

子 龍不 回本螢 。遂 望東南 殺来。

(15巻21丁 表)

iの用例には,上 の様に,単 数の人物 を指 して用いられたと考え られ る例が多数見 られ る。

その一方で,複 数の人物 を指 して用い られている例 もある。

(4)竺(×o-tsun.iu-dzanambulagidabufibucemeburlameiniingdegeneci.

「豊 遵 と撞 が 大い に敗れ て死 に もの狂い で逃 げ て自分達(=曹 遵 と朱讃)の 陣 に戻 って行

くと」

曹朱 大敗。殺 奔魏 棊之 時,

(19巻58丁 裏)

こ の例で は単数 形で あ るはずのiがtsoo-tsunとju-dzanと い う二人 の人物 を指 して用 い ら

れ てい る。

2.2.い わゆる複数形ce

次に,複 数形 とされ る人称代名詞ceの 用法を見 る。ceの 用例は以下に示 したような,複

数の人物を指 して用いられた と考えられるもの しかない。

(5)cenibooyamunbegemuhan-iboo-iadaliaraha.

「(±鑓 は)皆 彼 ら(=十 常 侍)の 屋 敷 を,皇 帝 の宮殿 の よ うに作 った」

府 第依宮 院蓋 造。

(1巻26丁 裏)

(6)幽 幽cembebaitalarakaojorojakade.gemuciraaljahabi.

「趙 塞 と遡 延 は 自分達(=趙 雲 と魏延)が 用 い られ なか ったので,二 人 と も顔色 を変え た。」

趙 雲魏延 見 孔明不用 。各 有恨 色。

(18巻31丁 表)

用例に目を通 して確実に言えることは,iが 複数にも使用できる事とceが 複数に しか使用

できない事である。 とはいえ,複 数の人物 を指 して用いられた場合のiとceの 用法に違
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いが見 られ るか否かを考察せずに,「 三人称代名詞には複数表示 の義務が無い,iが 無標

である」 と結論づけるのは好ましくない。

2.3.複 数の人物を指 した場合の違い

iの 用例を,さ らに詳細に見ていくとiが 複数の人物を表 しているのは,iが 「兵,軍 」の

様な集団を表す名詞を指 している場合と,複 数の人物 を指す ものの,同 じ境遇において集

団的に一つの意志で行動 している場合との二つに限られている事が分かる。以下に用例 を

示す。

まず,集 団 を表す名詞を指 している例は以下のようなものである。

(7)hOlhaicoohainigerendeertufiamcamebo§omedabaganbedabahamanggi.

「賊 兵が 自分(=賊 兵)の 多勢 を頼み に追撃 して,峠 を越 えた時 に,」

賊衆乗 勢追赴 過 山嶺。

(1巻37丁 表)

この例 でiniが 指 してい るの は,halhaicooha「 賊 兵」 であ る。

(8)jangliyoohendume,erey .gy-p.;Lggg1t!gtulergiciokdorongge.iniargadeimbeefulekiseme.

「張 遼は,こ れ は2Esz2EELQ2&が,外 か ら(城 内の 内通者 を)迎 え よ うと してい るのだ。 彼 ら

(=呉 の国 の兵)の 計 略 にて彼 ら(=呉 の国の兵)を 破 ろ う。 と言 って」

遼 日。 此 是呉兵 外磨。 可就計破 之。

(11巻56丁 表)

この例でiniお よびimbeが 指 しているのは,ugurun-icooha「 呉の国の兵」である。 この

ように軍事上の集団である場合はiが 使用可能である。

次に,一 時的に単一の集団行動を行っている複数の人物を指す例を示す。

(9)幽9:IX2gijuwenofidacunlohobebeyedesomifijuwetanggifcoohagaifihonin

yarumenuredamjalafigajimecoohaidoloisinjifituwaci,umaibelhehekVbi.doloriiniargade

dosikasemeurgunjeme

「」塑 匝二人が鋭利 な刀 を身体 に潜め二 百の兵 を率 いて羊 を牽 いて酒 を担 いで軍 の 中

に進ん だ。 見れ ば全 く備 えがな い。 心中 自分蓮(=楊 懐 と高沸)の 計略 には まった と喜ん

で」

楊懐 高沸 二人。身 邉各蔵 利刃。帯二百軍兵。捧 羊送酒,直 至 中軍。見並無 准備 。心 中暗喜。

以 為 中計。

(13巻25丁 表)
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「満文三国志」満洲語における三人称代名詞の単数形と複数形について

単数形であるはずのiが 指 しているのは楊懐 と高滞 とい う二人の人物である。ただ し二人

は一緒に行動 してお りiniarga「 彼 らの計略」は同 じ一つの計略である。

(IO)」 鯉,1些 歪型abkaierinbesarkaofijab§andemusededahamejidereniyalmabisirengge,

tereinihefelidorgijobolon,abkamusedeaisitaranggekai.

「墨 塗と 豊璽 は天 の時 を知 らない。 幸運 に も我 々に従 う者 が有 るが,そ の者(黄 蓋)は 彼等

(=周 喩 と魯 繍)の 腹 中の災 いで あ る。 天 は我 々を助 けるのだ ぞ。」

周i喩。魯 粛。 不識天 時。 幸有蹄 順之 人。 為彼 腹心 之患。 此天助 吾也。

(10巻39丁 裏)

赤壁の戦いを前 にした曹操の発言である。 この例では単数形であるはずのiが 指 している

のは周喩 と魯粛とい う二人の人物である。ただ し二人は共に呉軍の現在の指揮官 として一

纏めで扱われている。彼 らを裏切って曹操につ く約束をした 「その者(黄 蓋)」 は周喩 と魯

粛一人一人の腹の中の合計二つの災いと言 うよりは,彼 ら(呉軍)の 中の一つの災いであろ

う。

(11)g。o・en・iahOndeoilannofiniyakUrafisonggomehendume.ereweileyargiyansefi.

guwan-lubeiniboodeemuuduinenggibibuhe.

「狸 追三ム は伏 して泣きなが ら,「 この罪 は事実である」 と言い,管 轄を自分達(=

郭恩兄弟三人)の 家 に数 日留めた。」

郭恩三人涕泣伏罪。答 日。果有此事。於是,留 管轄在家敷 日。

(14巻63丁 表)

単数形 で あ るはずのiが 指 して い るのは郭恩 達で,三 人 の人物 で ある。 ただ し三人 は一 緒

に住 んで いてiniboo「 自分達 の家 」は一っ の家 であ る。 なお,こ の例 の三 人は 兄弟 であ

るか ら,こ こに挙 げた他 の例 に比べ集 合名詞 的で あ る。

(12)冨(4)tsoo-tsun,幽ambulagidabufibucemeburlameiniingdegeneci.ingtuwakiyaha

cooha.sugurun-icoohaingdurimejihesemeebuhusabuhatemgetutuwaduleburejakade・

「亘 垂幽 が大 いに破れ て死 にもの狂い で逃 げて 自分達(=曹 遵 と朱 讃)の 陣 に戻 って行

く と,陣 地 を見 張 ってい た兵 は蜀 の国 の兵が陣 に攻 めて きた と慌 てふ た めい て合図 の火

を燃や したので,」

曹朱 大敗。 殺 奔魏案 之時,看 暴軍 只道蜀兵劫 塞。慌 忙放起 號火。

(19巻58丁 裏)

単数形であるはずのiが 指 しているのは曹遵 と朱讃とい う二人の人物である。ただ し二人

は同時に同 じ路を逃走 してお り二人が逃げ帰ったiniing「 自分達の陣」は同 じ一つの陣地
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である。

以上見てきたよ うにiは 複数の人物を指 している例が有る。 これ らの用例ではiで 表わ

された人物は個人個人の別個の行為は行ってお らず,一 つの団体 とあま り違いが見 られな

い。

次にceの 用例を見る。ceはiが 複数の人物 を指 して用い られた例 と異な り,別 人格的

にバラバラな行為を行っている人物を指すことが出来る。

(13)=(5)cenibooyamunbegemuhan-iboo-iadaliaraha.

「(土當位 は)皆 自分達(=十 常侍)の 屋 敷 を,皇 帝 の宮殿 の よ うに作 った」

府第 依宮院 蓋造。

(1巻26丁 裏)

上の例でceが 指 しているのは十常侍 と呼ばれる宙官の集団である。政治上の実権を手に

入れて思 うが健に振る舞い,各 自で行づた贅沢の結果 として,各 々の別々の屋敷を贅沢に

作っただけである。決 して,自 分達が共同で住む一っの屋敷を,共 同で一つの宮殿のよう

に作 り上げたのではない。

(14)dung・taiheohelldume,siniyaliuncarabooibuyaniyalmade,aisainargabiseme,塵

垂 亜ユishundejamararade.jang一 乏angnijerginiyalmamenimenifujinsabetafulameamasiboo

dedosimbuha・ho-taiheo,doboriuthaiho-jinbehelnemeganafi.cenijuweniyalmaibecunuhe

weilebewacihiyamealaha.

「董太后が 「貴方の所の肉を売る家の小僧に何の良策が有るものか」と言い, .画幽

幽 が互いにや りあ うと,張 譲等各位の者は各 々夫人達をなだめて後宮に帰

らせた。何太后は晩にす ぐ何進を呼び寄せ,自 分達(=両 夫人)二 人が掴み合った事を,

悉 く告げた。」

董后日。汝家屠沽小輩。有何見識。雨宮互相罵署。張譲等各勧婦宮。何后連夜召進入宮。

盤告其事。

(1巻66丁 表)

上の例でceが 指 しているのは董太后 と何太后である。お互いを罵倒 し合って喧嘩を して

いる。ceで 指 された二人の人物の間で,明 らかに対立する二つの意図が見 られる。 この

ような場合にiが 用い られた例は本資料 中には見られない。

S「夫人」と訳 したが
,満 洲語のfujinは 日本語の 「夫人」と違い身分の高いものを表す。
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「満文三国志』満洲語における三人称代名詞の単数形と複数形について

(15)1』 直Σ9,9里cenigajiserehafanbebithearafi,handebenefiergelemeerejergihafan

gajiserejakade.

「奎 催,麺 旦が 自分違(=李 催 と郭 氾)の 欲 しい と言 う官位 を書 に書 いて,皇 帝 に送 り,こ

の 官位 を くれ と強 要 したの で」

李郭爲 職衛 入朝。 勒 要如此 官 品。

(2巻79丁 表)

上の例でceが 指 しているのは李催 と郭氾である。共に皇帝の権力をないが しろにして,

自分の望む官位を要求 している。要求 した官位は,各 自の位であるうえ,同 一・の位ではな

い別の職である(李 催は車騎将軍,池 陽侯,司 隷校尉。郭氾は後将軍,美 陽侯)。

(16)tereucuridorgiderijang一 置iyoobegidalamewahade,funcehecoohacenicisuiburlambikai.

「そ の隙 に 内か ら張遼 を殺せ ば,魎 は 自分(=残 りの兵)の 勝 手 に逃 げ るの だぞ。」

就裏刺 殺 張遼。餓 軍 自走也。

(11巻54丁 裏)

上の例でceが 指 しているのは 「残 りの兵」である。将軍が死ねば自ずか ら逃げると主張

されている。 ここで(12)と 比べて重要なのは,(12)で は複数の人物が一斉 に自分の陣地

に逃げ帰っていたが,こ ちらは一個所の逃走先があるわけではなく逃げ散るであろ うと主

張 されている点である。予想 される兵の行動はバラバラである。

(17)tso(トdzunargadetuhekebesafiek§emebedererede,ingnidorgituwamukdeme..幽

⊆gohaisinjificenidoloishundeafandumecoohaambulafacuhUrafi

「曹 遵 は策略 に落 ちた のを知 って急 いで 引 き返 そ うとす る と,陣 中 に火 が起 こった。(そ

こに味方 の)避 基 が や って来 たか ら,彼 ら(=曹 遵 と朱讃 の 兵)の 間で(味 方 同 士で)

互 い に攻撃 し合 い,兵 は大 いに乱れ て」

料知 中計 。便徹 軍回。 塞 中火起 。朱讃 兵到。 自相掩 殺。 人馬大 臥

(19巻57J'pa)

上の例でceが 指 しているのは 「曹遵の兵 と朱讃の兵」である。共に同 じ側の軍の将なの

だが,(12)の 一斉に同 じ陣地へ逃げてい く状況 とは異な り,混 乱 して味方同士で互いに

殺 し合っている。ceで 指 された人々が対立 している状態は結果的には(14)で 喧嘩 をして

いた二人と同じであ り,同 じ意思を持った集団の体を成 していない。

(18)Z99,鎚cenijusementuhunbesafiabka-ifejergibegUwaniyalmadesirabuhabi.

「挫 垂 は 自 分 達(冨 尭 と 舜)の 子 が 愚 か な こ と を 知 っ て い て 天 下 を 別 の 人 に 継 が せ た 。」
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故尭舜以子不善。知天有授,而 求授人。

(24巻41丁 表)

上の例でceが 指 している 「尭と舜」は二人 とも中国の神話に登場する夏王朝以前の君主

である。尭は子がいたが臣下の舜に跡を継がせた。舜も又,子 には位 を譲 らずに,臣 下の

禺とい う人物に位 を継がせた。尭,舜 は異なる世代の人物である。 もちろん,尭,舜 の世

襲候補であったその子供ほ二人の別の人物である。ここまで見てきたようにceは1と 異

なり集団 をなさず別個 に行動する複数の人物に用いることが出来る。

以上,複 数の人物に対 して用いられたiとceの 用例を見た。 なお,こ こまでに挙げたi

とceの 属格形iniとceniの 用例だけでは,こ れ らが修飾 している名詞(句)の 数に一致 し

て選ばれている様にも見えるが,決 して,そ のようなことはない。以下の通 りiの 属格形ini

は,ini自 身が単数の人物 を指す場合であれば,複 数の異なる場所 で別行動す るモ ノを修

飾 して使用す ることが可能である。

(19)j幽 ≧ini迦begOsinninggunbadetebufi.

「塑 は 自分(=張 角)のlle,■ 達 を三十 六の場所(軍 管 区)に 配置 した。」

角立 三十六 方。

(1巻27丁 裏)

この例でiniが 修飾 しているのは 「弟子達」である。複数の人間であ り,別 々の場所に配

置 されている。

またceの 属格形ceniが 複数でないモ ノを修飾 している例 もある。

(20)塑i-dzung.tsai・hoiuwenofibanihabuficeni皇 ⊆里dedosikasehe.

「藥 和 と察仲 の 二人 は感 謝 を述 べてか ら,自 分 達(=察 和 と察 仲 の二人)の 謎 略 に(呉 軍 が)

落 ちた と言 った。」

中和 二人 拝謝。遂 為 中計。

(IO巻11丁 裏)

この例でiniが 修飾 しているのは,察 和 と察仲の二人が呉の軍に偽 りの投降をするとい う,

一つの 「計略」である。察和 と禁仲の二人は並んで同時に投降 してお り(9)に 似た状況だ

が,こ こではiniで な くceniが 用いられている。

3.結 論

三人称代名詞複数形ceは 複数のみに用いられるが,所 謂三人称代名詞単数形iは 単数に

も複数にも用いられる。ただ し複数に用いられた用例は,同 じ時に同じ場所 にいて,同 じ
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「満文三国志」満洲語における三人称代名詞の単数形と複数形について

意見に基づいて同 じ行為をしている複数の人物,す なわち一つの集団行動を行っている人

々を指 して用いられたものに限 られている。

4.お わ りに

本稿では 「所謂三人称代名詞単数形に複数用法がある」 とい う説明を行ったが,こ こで用

いている西欧語的な単数 と複数 とい う概念は,満 洲語 に於ける単数 と複数の範疇 とは異な

ることを承知の上で用いている表現である。満洲語における単数 と複数について,調 査 と

考察が必要であろ う。

本稿では資料の制約上,属 格以外はほとんど考察できなかった。他の格変化形でも同様

の現象が見 られるのか,他 の資料にも分析の対象を広げたい。
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早田 清冷

    Third Person Singular and Plural Pronouns 

in Manchu Version of Romance of the Three Kingdoms

HAYATA Suzushi

Keywords: Manchu, number, third person pronoun, collective noun

                           Abstract 

This paper examines the so-called third person singular pronoun i and the so-called third 

 person plural pronoun ce in Manchu on the basis of the material from the Manchu version of 

San-Guo-Zhi Yan-Yi (Romance of the Three Kingdoms) , with the results that:

1. i is used not only for singulars but also for plurals.. 

2. ce is used exclusively for plurals. 

3. i can be used for plurals exclusively when referent people (not necessarily a collective 

 noun) organize a group action.

(はやた ・すずし 東京大学大学院/日 本学術振興会)
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